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次回発行は、お知らせ版７月５日（水）広報かしば７月２１日（金）

市ホームページでも広報かしばをご覧になれます。

URL　http://www.city.kashiba.lg.jp

「録音ボランティア山びこ」による音訳広報があります。

詳しくは社会福祉協議会ボランティアセンターへ。

☎ 76－ 7179

ひとの動き

今月の表紙 CONTENTS
もくじ

―５月末日現在―

　香芝市には男女共同参画社会を目指し
た活動をし、市に登録している団体がい
くつかあります。何団体が登録されてい
るでしょうか。

　　①　３団体　

　　②　５団体

　　③　７団体　

　　④　９団体

　（答えは１３ページにあります）

　「地元でつながるコ
ミュニティーかしま
ま」が行う親子交流イ
ベント「かしままひろ
ば」に参加されている
専業主夫の橋本健太郎
さん。男女の区別なく、
夫婦が助け合い、育児
に取り組まれています。

　今月の特集では、男女共同参画社会の実
現に向け策定した「第２次香芝市男女共同
参画プラン」について報告します。

 人口 79,011人（前月比+2人）

　男　　37,811人（前月比-20人）

　女　　41,200人（前月比+22人）

世帯数　30,618世帯（前月比+27世帯）
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「
今
が
す
ご
く
充
実
し
て
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
る
沖
本
さ
ん
。
し
か
し
現
在
に
至
る
ま

で
、
転
居
や
転
職
と
い
っ
た
環
境
の
変
化
に

伴
う
家
庭
と
仕
事
の
両
立
の
難
し
さ
を
経
験

さ
れ
ま
し
た
。

　

夫
婦
に
と
っ
て
何
が
最
善
な
の
か
を
話
し

合
い
、「
息
子
が
小
学
生
の
間
に
家
へ
帰
っ

た
ら
相
談
で
き
る
母
親
が
い
る
生
活
、『
お

か
え
り
』
と
言
え
る
生
活
を
し
た
い
」
と
思

い
、
専
業
主
婦
の
道
を
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
今
を
生
き
る
た
め
の
仕
事
」か
ら

「
未
来
に
つ
な
ぐ
仕
事
」
へ

　
「
私
た
ち
夫
婦
は
子
育
て
を
、
未
来
に
つ

な
ぐ
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
そ
う
話
さ

れ
る
沖
本
さ
ん
。「
大
人
が
社
会
で
し
て
い

る
仕
事
は
目
の
前
の
仕
事
『
今
を
生
き
る
た

め
の
仕
事
』
で
す
。
子
育
て
は
、
今
の
大
人

た
ち
が
い
な
く
な
っ
た
後
に
生
き
る
人
を
育

て
る
仕
事
『
未
来
に
つ
な
ぐ
仕
事
』
で
す
」

　

沖
本
さ
ん
は
、「
子
育
て
と
い
う
新
し
い

仕
事
に
就
き
、
息
子
の
友
だ
ち
が
遊
び
に
来

て
、
子
ど
も
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
作
り

方
を
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
見
守
る
の
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
家
族
と
の
時

間
が
増
え
た
こ
と
を
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
す
。

新
し
い
生
き
方

　

現
在
沖
本
さ
ん
は
、
家
事
や
子
育
て
を
分

担
を
し
て
く
れ
る
夫
の
支
え
に
よ
り
、
子
育

て
支
援
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
た
り
、
デ
ザ

イ
ン
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
を
持
っ
た
主

婦
が
作
る
雑
誌
を
発
行
し
た
り
と
子
育
て
を

し
な
が
ら
外
で
の
活
動
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
会
社
に
勤
め
て
い
た
時
の
年
収
と
比
較
す

る
と
心
細
い
も
の
で
す
が
、
息
子
が
帰
っ
て

く
る
時
間
に
『
お
か
え
り
』
と
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、
私
の
活
動
を
側
で
見
て
い
る
娘
が

『
私
の
仕
事
は
何
に
し
よ
う
〜
』
と
い
き
い

き
と
将
来
の
夢
を
話
し
て
く
れ
る
現
在
の
生

活
に
今
ま
で
と
は
違
っ
た
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
」
と
仕
事
と
子
育
て
の
調
和
が
と
れ
た

生
活
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

支
え
合
い
、
認
め
合
う

　

沖
本
さ
ん
は
、
外
で
の
活
動
を
積
極
的
に

行
い
な
が
ら
、
家
族
と
の
時
間
を
増
や
す
生

活
を
選
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
生
活
を
選
択

で
き
た
の
は
、
他
で
も
な
い
夫
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
だ
と
話
さ
れ
ま
す
。「
自
分
が

辛
い
と
き
、
し
ん
ど
い
と
き
家
事
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
、
困
っ
た
と
き
に
は
適
格
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
、
な
に
よ
り
、
家
事

や
子
育
て
の
役
割
分
担
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
夫
の
お
か
げ
で
今
の
私
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
性
別
に
限
ら
ず
、
互
い
の
違
い
を

認
め
合
い
、
各
家
庭
の
ち
ょ
う
ど
い
い
バ
ラ

ン
ス
で
子
育
て
と
仕
事
を
分
担
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
」
と
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
各
家
庭
で
話
し
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。　

性
別
で
役
割
は
決
ま
ら
な
い

　

橋
本
さ
ん
は
以
前
は
企
業
で
働
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
夫
婦
で
話
し
合
っ
た
結
果
、

自
分
た
ち
に
一
番
合
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
し
て
、
男
性
が
家
事
・
育
児
を
す
る
専
業

主
夫
を
選
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
、
子
ど
も
か
ら

目
を
離
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
周
り
に
助

け
て
も
ら
う
必
要
も
あ
り
ま
す
し
、
子
育
て

に
男
女
の
区
別
は
関
係
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
す
。
専
業
主
夫
を
選
択
し
た
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
と
「
育
児
の
方
が
し
ん
ど

い
と
か
、
仕
事
の
方
が
し
ん
ど
い
で
は
な
く
、

お
互
い
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
尊
重
し
合
い
、

助
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事
。
皆
が

そ
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画

社
会
へ
の
一
歩
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

特  集

子育ては
「未来につなぐ仕事」

互いに
尊重し合うことが
大切

沖本  可奈 さん

橋本 健太郎 さん

多様な価値観を多様な価値観を
認め合うことから認め合うことから

　本市では、性別にかかわらず、誰
もが希望する生き方を選択でき、多
様な人々が互いの違いと人権を尊重
し、住みたい、住み続けたいと思え
る都市を目指しています。
　皆さんは、男女共同参画が進んだ
まちへ発展するために何が必要だと
感じますか？

◆問合先　市役所市民協働課　☎内線１７２
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【調査概要】■調査対象：従業員5人以上の事業所200か所（無作為抽出）　■有効回答数：77事業所（38.5％）

どれくらい進んでいるの？どれくらい進んでいるの？

事業所実態調査事業所実態調査

支援制度・措置 制度活用の課題

　平成２８年７月２９日から８月２２日にかけて、市民の皆さんと市内事業所にご協力いただき、男女
共同参画についてのアンケート調査を行いました。
　市民意識調査では、市民の皆さんの男女共同参画に関する意識をはじめ、家庭や就労分野における男
女の共同参画、仕事と家庭の両立支援の実態などについて調査しました。また、事業所実態調査では、
事業所における男女共同参画に向けた取り組み状況のほか、仕事と家庭の両立支援の実態などについて
調査しました。

Ｑ１．女性を活用するために
行っている取り組みは？

Ｑ２．育児・介護を
行う従業員への支援
制度は？

　「性別により評価することなく能力主義的
な人事管理を徹底している」（31.2％）が最
も多く、以下、「業務に必要な知識などの教
育や研修を性別に関係なく実施している」
（19.5％）、「仕事と家庭を両立するための制
度を充実させている」（15.6％）となってい
ます。

　育児・介護を行うための
支援制度・措置については
「短時間勤務労働」（37.7％）
が最も多く、また、制度活
用の課題としては「休業期
間中の代替要員の確保及び
費用」（59.7％）が半数を
超えています。
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　男女ともに「反対」「どちらかといえば
反対」を合わせた割合は、国及び奈良県平
均と比較して高くなっています。また、「反
対」「どちらかといえば反対」を合わせた
割合は、女性の方が高くなっています。

【調査概要】■調査対象：16歳以上の市民2,000人（男女各1,000人、無作為抽出）　■有効回答数：965人（48.3%）

香芝市の男女共同参画は香芝市の男女共同参画は

家
事
の
状
況

育
児
の
状
況

市民意識調査市民意識調査

Ｑ１．「夫は外で働き、妻は
家庭を守るべきである」とい
う考え方についてどう思う？

Ｑ２．家事・育児の状況は？

Ｑ３．仕事と家庭の両立
を実現するために必要な
条件は？

　家事・育児の状況について、男女とも
「主に妻が行っている」の割合が 7 割以
上を占めています。　

　「仕事と家庭の両立を実現するため
に必要な条件」として男女とも「育児・
介護休業中の代替要員確保等気がねな
く制度利用できること」が最も高く、
その次に「育児・介護休業を利用した
者が、職場で不利な扱いを受けないこ
と」が挙げられています。

男性 女性

① 育児・介護休業中の代替要員確保
等気がねなく制度利用できること 46.9% ① 育児・介護休業中の代替要員確保

等気がねなく制度利用できること 48.1%

② 育児・介護休業を利用した者が、
職場で不利な扱いを受けないこと 33.1% ② 育児・介護休業を利用した者が、

職場で不利な扱いを受けないこと 33.4%

③労働時間を短縮すること 30.6% ③ 女性が働くことに対し、家族や周
囲の理解と協力があること 24.3%

④ 給与等に関する男女間格差をなく
すこと 24.3% ④ 給与等に関する男女間格差をなく

すこと 22.8%

⑤ 地域の保育施設の整備や保育時間
の延長等保育内容を充実すること 23.1% ⑤ パートタイマーや派遣労働者の労

働条件を改善すること  22.5% 
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第２次香芝市男女共同参画プラン（愛称：すてっぷ）を
策定しました

〇
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
と
は
？

　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
と
は
、「
男
女
共

同
参
画
社
会
基
本
法
」
第
14
条
第
３
項
に
基

づ
く
「
市
町
村
男
女
共
同
参
画
計
画
」
と
し

て
、
市
が
今
後
取
り
組
ん
で
い
く
施
策
の
基

本
的
な
方
向
性
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、平
成
27
年
９
月
に
施
行
さ
れ
た「
女

性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
の
第
６
条
第
２
項
に
基
づ
く
市

町
村
推
進
計
画
、
及
び
「
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法

律
」
の
第
２
条
の
３
第
３
項
に
基
づ
く
市
町

村
基
本
計
画
と
し
て
も
位
置
付
け
ま
す
。

　
「
第
２
次
香
芝
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」

（
愛
称
：
す
て
っ
ぷ
）は
、
市
の
附
属
機
関
で

あ
る
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
よ
り
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
及
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
受

け
て
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
24
日（
月
）、

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
よ
る
プ
ラ
ン

の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
左
写
真
参
照
）

①固定的性別役割分担意識の払拭

　性別によって社会の中での役割を決めてし
まうのではなく、市民一人一人の多様な価値
観、生き方などが尊重され、それぞれが個性
と能力を発揮できるよう、固定的性別役割分
担意識の払拭を目指します。

③ 多様性（ダイバーシティ）を認め合い、
⼈権が尊重される社会づくり

　多様な人々が互いの違いを認め合い、だれ
もが平等に参画し、活躍することができるよ
う、さまざまな分野において多様性（ダイバー
シティ）と人権を尊重した社会づくりを目指
します。

② あらゆる場⾯における男⼥共同参画
の視点を取り⼊れた環境整備

　家庭・職場・地域をはじめとしたさまざま
な場面において、責任や負担がどちらかの性
に偏らないよう、お互いの性別を理解し合い、
支え合い、対等な立場で参画できるよう、環
境整備を進めていきます。

本プランの策定にあたっては、次の４項目を基本的な視点と定めました。

④市⺠ニーズに沿った施策の推進

　香芝市における男女共同参画社会づくりを
進めるにあたり、市民が何を求めているかを
常に考え、市民ニーズに沿った施策の実行に
最善を尽くします。

プラン策定の基本的な視
点
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第２次香芝市男女共同参画プランの概要
　本市では、性別にかかわらず、だれもが希望する生き方を選択でき、多様な人々が互いの違いと人権を尊重
し、一人ひとりが自己の意思に基づいて生きがいを実感できるよう、住みたい、住み続けたいと思える「男女
共同参画社会」が実現した都市を目指します。
　また、女性の職業生活における活躍を推進するほか、男女の不平等な構造を反映した暴力を根絶し、真に豊
かで活力ある社会の実現を目指します。

○男女共同参画推進委員会からのコメント
　第２次香芝市男女共同参画プランの基本理念には、短いフレーズながら重要な意味が込められています。
　戦後日本は、サラリーマンと専業主婦と子どもといった家庭を前提とした社会が形成され、そこから少し
でも外れた生き方は、非常に生きづらい社会でした。生き方を自ら選択して生きていける社会を作るという
ことは、戦後日本の課題とされながら、なかなか実現することができませんでした。
　多様な生き方を選択して生きていける社会が香芝市で実現できることは、日本社会の大きな躍進につなが
ります。その思いを基本理念に盛り込みました。あらゆる人の人権が尊重され、多様な生き方が尊重できる、
選択できるまちを実現し、本市の魅力を一層躍進することができるよう取り組んでいきます。

基本理念 基本目標 基本方針

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
多
様
な
生
き
方
が

選
択
で
き
る
ま
ち　

香
芝

施
策
の
体
系

Ⅰ　男女共同参画社会
　　の実現に向けた市
　　民の意識づくり

１．個人の尊厳の尊重と男女共同参画の
　　理念を推進する啓発の実施
２．地域における男女共同参画の促進
３．職場における男女共同参画の促進

Ⅱ　仕事と生活のあり
　　方を多様に選択で
　　きる社会づくり

１．ワーク・ライフ・バランスの理解の
　　促進
２．女性が働きやすい環境の整備
３．多様な保育・介護サービスの充実

Ⅲ　あらゆる暴力等の
　　根絶と、健康・福
　　祉への支援

１．母子保健対策の充実
２．あらゆる暴力等の防止対策
３．男女共同参画の視点に立った福祉
　　施策の推進

Ⅳ　男女共同参画プラ
　　ン推進体制の構築

１．市役所内における男女共同参画の
　　推進
２．社会的な意思決定への女性の参画拡大
３．男女共同参画に関する推進体制の整備

7 広報かしば　No.600



市選手権大会
５月初旬
　

　スポーツ競技の祭典「香芝市選手
権大会」が行われました。全19競技
に体育協会加盟のクラブ員など約
2,400名の選手が参加し、日ごろの
練習の成果を存分に発揮しました。
　各競技の優勝者は次のとおりです。

■軟式野球
Ｂ級の部 アウトサイド
Ｃ級の部 ビーツヤンキース

■ソフトボール　
一般男子 南良ライガーズ
■ゲートボール　
団体の部 良福寺
■グラウンドゴルフ
一般の部 小林　節子
■ボウリング
一般男女の部 早川　　徹
■卓球
小学生男子シングルス 辻　　隼人
小学生女子シングルス 赤野　世奈
中学生男子シングルス 宮本　大輝
中学生女子シングルス 岸本　百加
一般男子一部シングルス 柚木　涼祐
一般男子二部シングルス 矢野　聖斗
一般男子三部シングルス 高橋　央樹
一般女子一部シングルス 今西　瑞稀
一般男子ダブルス　
 田中　伸佳　藤枝　昇山
一般女子ダブルス
 豕瀬　百香　岸本　百加
一般男子ラージボール一部 髙坂　正男
一般男子ラージボール二部 小野　喬一
一般女子ラージボール一部 佐尾賀津子
ラージボール男子ダブルス
 髙坂　正男　佐尾賀津子
ラージボール女子ダブルス
 松実眞砂子　吉田裕美子

■柔道
幼児の部 中島　一暁
小学２年生の部 多田　涼哉
小学４年生の部 三木　拓海
小学５年生の部 勝本　　一
小学６年生の部 多田　竣哉
中学生男子の部 谷川　勝葵
中学生女子の部 松本　真白
一般男子の部 廣田　智大
■空手道
幼年形の部 中道　　司
小学生低学年形の部 南　　緋夏
小学生中学年形の部 木本佳乃子
小学生高学年形の部 秋山　健祐
中学生形の部 岡林　　隼
高校・一般段外形の部 松田　勇貴
高校・一般有段形の部 嶋田　愛美
幼年組手の部 中道　　司
小学生低学年組手の部 南　　緋夏
小学生中学年男子組手の部 秋山　浩祐
小学生中学年女子組手の部 三木　結生
小学生高学年男子組手の部 岡林　　匠
小学生高学年女子組手の部 片山　那菜
中学生男子組手の部 岡林　　隼
中学生女子組手の部 黒川　智生
高校・一般男子段外の部 松田　勇貴
高校・一般男子有段の部 乾　　拓也
高校・一般女子の部 嶋田　愛美

■弓道
中学生男子の部 田上　柊悟
中学生女子の部 前原　　宴
一般男子の部 乾　　光孝
一般女子の部 白井　礼子
■ペタンク
ダブルス 山田　忠弘　板垣　喜良

■少林寺拳法
乱捕低学年の部 藤原　遼輔
乱捕中学年の部 平敷　優太
乱捕高学年の部 武田　心漣
乱捕中学生の部 武田　海里
乱捕一般の部 保田　　聖

■テニス
一般男子ダブルス 南　　武志　森岡　保夫
一般女子ダブルス 谷　　晴代　川本万利子
壮年男子ダブルス 岸本　　潔　新子　剛司

■ソフトテニス
一般男子ダブルス 杉田　昇平　辻井　平三
一般女子ダブルス 岡田　優子　三宅由里子
■バドミントン
男子一部シングルス 藤澤　昌隆
男子二部シングルス 須田　祥充
男子一部ダブルス 佐藤　慎一　朝井　崇幸
男子二部ダブルス 秋元　佐敏　小松　貞之
男子三部ダブルス 鹿田　直紀　稲村　俊祐
女子一部ダブルス 松山　明子　小谷　章子
女子二部ダブルス 三森　豊子　中靏　　茜
女子三部ダブルス 鳥本　初代　浜元　礼子
■バウンドテニス
ダブルス上級の部 槌谷　　弘　尾川千佳子
ダブルス初級の部 山中　静枝　佐川　香子
■剣道
低学年男子の部 細川　直義
低学年女子の部 橋本　芽生
中学年男子の部 社頭　　奏
中学年女子の部 西田　　鈴
高学年男子の部 𠮷田　晃貴
高学年女子の部 栗原　鈴実
中学生男子の部 山本　浩輝
中学生女子の部 永井みのり
一般男子の部 細川　宗彦
一般女子の部 河野　　恵
■バレーボール
一般の部 香芝クラブ
ママさんの部 志都美クラブ

■合気道
年長の部 山田　和佳
年少の部 東　　璃子

総合体育館ホームページ（http://kashiba-general-gym.jp/）で、全結果をご覧いただけます。

8平成29年6月21日



ようこそ！本のゆうえんちへ
５月13日（土）・14日（日）
　　　　　 ふたかみ文化センター
　子ども読書の日記念事業として
「ようこそ！本のゆうえんちへ」を
開催しました。
　「えほんパーク」ではおなじみの
絵本のほか、布でできた日本地図や
奈良県の地図、香芝の民話の布の絵
本・触る絵本などが展示されました。

羊の毛刈り
５月10日（水）　五位堂小学校
　五位堂農事水利実行組合では、長
池のほとりに生えている雑草の除草
作業のため、羊を飼っています。夏
に向けて気温が上がる前に、羊は冬
に蓄えた毛を刈る必要があり、その
様子を子どもたちに見せてあげよう
と、五位堂自治会のかたとともに五
位堂小学校と五位堂幼稚園の児童・
園児に披露しました。
　子どもたちは「触っていい？」と
羊に興味津々。触ってみると「ふわ
ふわ」「ぬいぐるみみたい」と驚い
ていました。

認知症サポーター養成講座
５月25日（木）　総合福祉センター
　「認知症を学び地域で支えよう」
をテーマに開催しました。認知症サ
ポーターの役割、奈良県の現状、認
知症への理解や対応の仕方、支援や
相談の機関などについて講義されま
した。対応の仕方では３つの原則「驚
かせない・急がせない・自尊心を傷
つけない」や「まずは見守る」など
の７つのポイントなどを寸劇もまじ
えて、具体的に分かりやすく説明さ
れました。終了後、受講者に認知症
サポーターの証である「オレンジリ
ング」が渡されました。

　「えほんdeコンサート」ではＭＵ
ＳＩＣヴィタミーナによる音楽と絵
本の読み聞かせが共演しました。童
謡メドレー、親子で歌おう、ぐんぐ
んぐんみどりのうた、金子みすゞの
詩など、参加された親子が一緒に
歌ったり、手遊びをしたりして、会
場が一体となって楽しんでいまし
た。
　「手作りコーナー」ではポップアッ
プカード（飛び出すカード）作り体
験が行われました。子どもたちはボ
ランティアのかたに手伝ってもらい
ながら、贈る人も受け取る人も楽し
くなるカードを手作りし、完成した
ときは満足げに喜んでいました。

ふれあいコンサート
５月28日（日）　モナミホール
　香芝ライオンズクラブ主催による
「ふれあいコンサート」が今年も開
催されました。
　市内４中学校吹奏楽部がそれぞれ
の演奏とパフォーマンスを披露した
ほか、今年のゲストとして陸上自衛
隊第３音楽隊による圧巻の演奏もあ
りました。
　訪れた観客の心に響く美しい音色
の曲から、手拍子や踊りで盛り上が
る楽しい曲もあり、会場全体が終始
和やかで楽しい雰囲気に包まれてい
ました。

　「グリム絵本館へようこそ！」で
は大阪樟蔭女子大学の学生による絵
本の展示や大型絵本の読み聞かせが
行われました。また学生たちの手作
りによるペープサート（紙芝居劇）
「はらぺこあおむし」も上演され、
会場の子どもたちは、熱心に耳を傾
けていました。
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◆問合先　市役所財政課　☎内線４６７・４６８

Ⅰ　一般会計 福祉や教育、道路整備など、市が行う基本的経費を計上している会計。

市 税

地方交付税

国庫支出金

市 債

県支出金

諸 収 入

地方消費税交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

そ の 他

88億3,486万円
84億7,030万円(95.9%) 
40億7,128万円
40億9,098万円(100.5%) 
35億5,455万円
31億1,846万円(87.7%) 
24億6,870万円
12億  700万円(48.9%) 
16億1,002万円
 8億7,714万円(54.5%) 
12億3,356万円
 6億  214万円(48.8%)
 9億5,100万円
10億  310万円(105.5%) 
 5億3,160万円
 4億8,918万円(92.0%) 
 3億2,472万円
 2億9,451万円(90.7%) 
14億7,831万円
13億8,035万円(93.4%) 

97億1,991万円
86億3,100万円(88.8%) 
40億4,224万円
39億5,466万円(97.8%) 
32億4,429万円
30億  716万円(92.7%) 
29億5,446万円
20億1,083万円(68.1%) 
18億9,988万円
17億8,745万円(94.1%) 
16億5,344万円
11億2,808万円(68.2%) 
 9億3,495万円
 9億1,041万円(97.4%) 
 2億4,852万円
 1億5,966万円(64.2%) 
 2億2,482万円
 2億2,285万円(99.1%) 
 1億3,610万円
    7,913万円(58.1%) 

民 生 費

公 債 費

教 育 費

総 務 費

衛 生 費

土 木 費

消 防 費

農林商工費

議 会 費

そ の 他

歳入 歳出

予算額
250億
5,860万円

予算額
250億

5,860万円

収入済額
215億3,316万円
(85.9%)

支出済額
218億9,122万円
(87.4%)

平成28年度 （平成28年４月～平成29年３月）予算の執行状況など   をお知らせします
　地方自治法及び財政状況の公表に関する条例に基づき、「財政状況」を公表します。
　なお、お知らせする金額などは平成２９年３月３１日現在のものであり、決算額ではありません。市の会計は、
４月１日から５月３１日までの間が前年度の整理期間となるため、平成２８年度の決算額は整理期間終了後に確
定します。（各項目で四捨五入しているため、合計値と一致しないことがあります）

　・予算額　　　　　・歳入…収入済額（収入率）
　　　　　　　　　　・歳出…支出済額（執行率）
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用語の説明
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Ⅱ　特別会計

Ⅲ　水道事業会計

国民健康保険や介護保険など収入の使い道が決まっている会計。
そのため、一般会計とは区別しています。

水道事業会計は、収益的収支と資本的収支に分けて経理されています。
このうち、水道料金などの収入、水道水を家庭まで送り届けるための支出により
構成される「収益的収支」の執行状況は、次のとおりです。

介護保険

財産区財産

後期高齢者医療

土地取得

国民健康保険

下水道事業

収入済額   933万円(64.3%)

支出済額 1,319万円(90.9%)

予算額 1,451万円予算額 8億919万円予算額 19億4,411万円

予算額 41億522万円予算額 8億4,100万円予算額 83億8,088万円

収入済額 39億4,081万円(96.0%)

支出済額 36億2,940万円(88.4%)

収入済額 7億3,454万円(87.3%)

支出済額 7億8,909万円(93.8%)

収入済額 5億6,040万円(69.3%)

支出済額 4億8,732万円(60.2%)

収入済額 11億2,640万円(57.9%)

支出済額 17億7,037万円(91.1%)

収入済額 74億7,418万円(89.2%)

支出済額 78億1,330万円(93.2%)

収益的
収入

収益的
支出

予算額　 17億4,138万円 

支出済額 17億832万円(98.1%)

予算額　 19億7,298万円 

収入済額 19億9,174万円(101.0%)

市債の現在高

　市債は、多額の経費を要する事業を行う場合
に、国などから借り入れるもので、その借入金
を財源として事業を進めています。
　平成２８年３月末と比較すると８億９，
５２４万円減っています。

　市民１人あたりに換算すると５７５, ７８２円
となります。（平成２９年３月末現在７９，０２３
人）

基金の現在高

　基金は、特定の目的のために積み立てた資金
のことです。
　平成２８年３月末と比較すると１億８４万円
増えています。

一般会計 337億 833万円
下水道事業特別会計 111億4,177万円
土地取得特別会計 4億7,880万円
水道事業会計 1億7,108万円

計 454億9,999万円

職員退職手当基金 12億8,663万円

財政調整基金 10億9,604万円

公共施設整備基金 9億5,895万円

介護給付費準備基金 4億1,091万円

国民健康保険財政調整基金 3億3,137万円

減債基金 2億2,851万円

福祉基金 1億2,576万円

地元公共事業積立基金 1億1,866万円

ふるさとまちづくり基金 3,777万円

市立小中学校児童生徒福祉基金 1,695万円

学校給食運営調整基金 1,079万円

文化振興基金 832万円

計 46億3,066万円
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◆問合先　
　市役所都市計画課　
　☎内線２０５

市政トピックス中和幹線屋外広告物
　ガイドラインを策定

県と沿道５市町が協定を締結
　中和幹線沿道の統一感のある美しい景観の形成及びそれによる魅力向上を図ることを目的として、５月１５日
（月）に奈良県及び関係市町が「中和幹線沿道の屋外広告景観向上に関する協定」を締結しました。

中和幹線屋外広告物ガイドラインを策定
　県では、おもてなしの心あふれる、奈良らしい美しい風格の
ある都市・沿道景観づくりを目指し、奈良の玄関口となる駅周
辺や幹線道路での屋外広告物の適正化に取り組んでいます。
　こうした取り組みのモデルとして、県と沿道５市町（中和幹
線が結ぶ、香芝市、広陵町、大和高田市、橿原市、桜井市）が
協働して「中和幹線屋外広告物ガイドライン」を策定し、屋外
広告物に係る景観形成の方針や誘導基準を定めました。

ガイドラインの特徴
　中和幹線は、県の中和地域を東西に結ぶ幹線道路で、二上山や三輪山などの奈良を代表する景観資源を眺望で
きる路線です。
　全線を４つのエリアに区分し、エリアごとに望ましい姿を実現するための誘導基準を示しています。
基準やエリア区分の詳細は、ガイドライン（県・沿道５市町で配布）や県ホームページで確認できます。

香芝市のエリア区分
　本市には、住宅市街地エリア、沿道市街地エリア、田園・山なみエリアの３つのエリアがあります。各エリア
の景観形成方針や区分図、基準・配慮のポイントなどはガイドラインをご覧ください。

屋外広告物は、まちの景観に大きな影響を与えます。
・景観は公共の財産です。広告物を掲出する際は、周辺景観との調和を大切にしましょう。
・好ましい屋外広告物は、まちのイメージや企業・商店のイメージを高めます。
・屋外広告物は地域らしさを演出することができます。

　屋外広告物を掲出する場合は許可が必要です。掲出・表示に際しては、ガイドラインの内容を踏まえて、奈良
らしい景観の形成にご協力いただきますようお願いします。

県と５市町が協定を締結しました
（左から広陵町長・香芝市長・奈良県知事・
大和高田市長・橿原市長・桜井市長）

田園・山なみエリア 沿道市街地エリア 住宅市街地エリア

12平成29年6月21日



市
民
ペ
ン
リ
レ
ー

香
芝
市
に
越
し
て
き
て
、
33
年
が
経
ち
ま
し
た

蛯
原　

加
代
子
さ
ん

◆
４
０
５

　

当
時
近
所
に
は
、
同
じ
く
ら
い
の

子
ど
も
を
持
つ
同
世
代
の
家
族
が
多

く
、
共
同
で
保
育
を
し
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は

常
々
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
時
代
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
、
社
会
の
中
で

育
っ
て
い
く
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
自
分
の
子
ど
も
だ
け
を
抱
え

込
ま
ず
、
子
育
て
を
通
し
、
社
会
に

か
か
わ
れ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
は
安
全
な

食
べ
物
を
と
思
い
、
あ
る
共
同
購
入

の
団
体
に
入
り
、
休
日
に
は
子
ど
も

た
ち
を
連
れ
て
援
農
な
ど
に
よ
く
出

か
け
ま
し
た
。
北
海
道
の
広
大
な
牧

場
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
に
興
じ
て

い
た
子
ど
も
た
ち
を
今
で
も
思
い
出

し
ま
す
。

　

今
で
は
４
人
の
子
ど
も
た
ち
も
巣

立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
く

れ
て
お
り
ま
す
。
時
々
は
小
さ
い
こ

ろ
の
風
景
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

私
は
庭
に
咲
く
花
、
野
鳥
な
ど
を

テ
ー
マ
に
こ
つ
こ
つ
と
絵
を
描
い
て

お
り
ま
す
。
昨
年
秋
に
香
芝
市
美
術

展
覧
会
に
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
思
い

が
け
ず
に
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
然
と
語
り
合
い
、

さ
さ
や
か
な
も
の
た
ち
と
生
き
て
ゆ

け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

次
回
は
水
野
さ
ん
に
リ
レ
ー
し
ま
す
。

　かしば女性会議、香芝市ペタンク協会、
香芝市生涯学習ボランティア連絡協議会、
香芝天衝太鼓、（社）ガールスカウト日本
連盟奈良県第４６団、香芝市母子寡婦福祉
会、かしば・ヒューマン・ウイングの７団
体が登録されています。市ではこれらの団
体やグループの皆さんと、交流や情報交換
などを行い、一緒に男女共同参画について
の活動を広げています。

　広報かしば第５９９号（平成２９年５月８
日発行）の１１ページ、パパッと簡単クッキ
ング！No. ２６の材料に誤りがありましたの
で、訂正してお詫びします。

　（誤）ごま油…２００ｍｌ
　（正）ごま油…小さじ１

【材料（６人分＊作りやすい分量）】
牛乳…３００ｍｌ
ヨーグルト…１００ｇ
ゆであずき…１００ｇ
粉寒天…２ｇ
【作り方】
① 鍋に半量の牛乳と粉寒天を入れて混ぜ合わせ、弱火にかけ
て完全に煮溶かし、残りの半量の牛乳を加えて火を止め、
粗熱を取る。
② ボウルに①とヨーグルト、ゆであずきを加え、さっくりと
混ぜる。
③ 型に入れて冷やし、固まったら型から出して切り分ければ
できあがり☆

＊レシピ協力：食のサポーターかしば

（１人分６９ｋｃａ l ）

広報かしば５月号　訂正

香芝検定のこたえ　③ パパッと簡単
クッキング！
No.27

あずきとミルクの
絶妙ハーモニー☆

小倉みるくゼリー

13 広報かしば　No.600



㈱奈良新聞企画（☎0742‐34‐6066）へ

現在の様子

６
月
号

2
0
1
7
.6
.2
1

N
o.6
0
0

昭和５８年
（１９８３年）

上下水道部保管写真

真美ヶ丘３丁目より
南東方面を望む

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
移
り
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わ
る
ま
ち
並
み
や
、
時
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
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き
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ぬ
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な
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い
ま
す
。
皆
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の

ご
提
供
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お
待
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し
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い
ま
す
。

　
詳
し
く
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、
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所
秘
書
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報
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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